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DrasticeconomicchangesaretakingplaceinMalayvillages,whicharebeingaccel-

crated bygovernmentaldevelopmentpolicy･ Remarkablechangescanbcobserved

cveninthevillageorGalok,whichissituatedneitherinadouble-Croppmgareanorin

arubberoroilpalmestateareaandthustendstcJbenefitlessfromdevelopmentplannlng･

ThcchangessorapseeninGalokal･eaSfollows.

Thchigh-yieldingvarietiesorpaddy,whichal･eimpol､tantflopruraldevelopmentofl

doublcICrOpplngareas,havenotbeenacceptedinGalokbecauseorthepoorwatercon-

ditio11S,althoughthe､′illagersal･eCOntinuaHytl･ylngtOintroducenewstraiIISOrtraditional
val･ieties. Ontheotherhand,thehiringortractorshasspl･CadinsplteOfthecontinulng

instabilitvoftheharvest･TractorhirebecamepossibleowlngtOtheincreasedcashin-

ComederivingmainlyfromrleWlyintroducedtobaccocultivation.Tobaccocultivation

inthedry-seasonpaddyfieldsofGalokplayeda～impol.tantaroleasdidthehigh-yielding

varieticsindouble-cropplngarea. TheeconomicgapbetweenGalokandthemore

rapidlydeveloplngareasis,however,stillconsiderable･ Thus,mlgrantworking,which

hadoncebeenimportantbuthaddeclinedintheearlyyearsoftobaccocultivation,has

againbecomepopularamongGalokyouths. InthissensetheGalokvillagersseemtobc

followlngtheexampleofthemoremodernizedMelakavillagers.
Theinnuencesoftheoutsideworldarenotonlveconomicbutalsosociocultural.

Thespreadorformaleducationisoneorthemostremarkablefeatures･ Manyvillage

childrennow haveexperienceorexpectationsorhavi叩 Malay-medium high-school

education,asat･esultortheabove一mentionedincreaseorcashincomeandtheprlOrlty

giventoMalaysinthedistributionofscholarships.Ontheotherhand,thepondokschool,
theformercenteroftlladitionaleducation,hasalmostcompletelyceasedtofunctionin

theeducationoryouth. SchooleducationIla～producedinvillageyouthsanurbanor

non･agrlCulturalorientation,whichissupportedbvtheirparents.Thus,theeconomic

developmentorGalokseemstobeleadingtowardsanexodusofvillageyouths.

Ⅰ は じ め に

調査地ガロック (Galok)はクランタン川を河口か ら25マイル余 (約 40km) さかのぼった,

川U)左岸 U,)高位 もしくは申位C/)河)F'rr･.l言封てこ上に, 川か らl/4-1/2マイル (0.4-0.8km) 離 れて

矧用するマ レー人の農村であるo郡役所所在地C/)パシールマス (PasirMag)か らクラン タ ン

川に沿って約 9マイル (14km)上流に位損する｡ パ シールマスは人目--)j余 の小 さな町で,

そこか らさらに10余マイルでクランタン州ll'用;コタバ ル (KotaBharu)に迅することが で き
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坪内 :マレー農村ガUツタ再訪

るO前 世紀U)終 りに闘揖されたと推定されるガロック加 須こは, 現在約 150此晶のマレー人

が,道路に沿って約 1マイルにわたる リボン状鮎 答を形麟 して住んでいるO彼らuj主な生業は

水稲耕作とゴムタッピングで,いずれ も小規模に行われてきた｡1968年に MalayanTobacc()

Co一(M･T.C･)によってタバコ耕作がこ0〕村に導入されて以来,人々はもう一･つuj巨要生業を

もつようになった｡タバコ耕作が導入された時期に低迷 していたゴム価格は近年やや もち起し

て来ており, リプランティングuj効果 もあらわれはじめている｡通勤を合む町 とujl-炎-日系も次第

に強 くなった｡入水依存によって来た水稲耕作は,廿姶用という性格を保ち続けるが,現金収

入の増加につれて畜力依存からトラクター賃桝へと移行 しつつある｡ 本稿で鞘ir.'･す る の は,

1970/71年の調査時とそれから6年余経過した1977年末とにおける村人uj畑清U)変化について

である｡1)1970/71隼には全戸̀ 145世帯2)a)調査を行なったが,1977隼には lカ月足 らずの滞在

i勘こ水稲耕作t帖i:15戸と,比較C/)ために非水稲耕作世帯 9)E-をそれぞれuJカテゴリーからラン

ダムに紬出し,インタビュ-したに過ぎない｡/柚 EGj耕111畏衣15性器cJ)うち14E日常 は以前の調査

時にも在住 しており, 一･戸のみそU)後新たに世帯を設けたもU)である｡,豪族発展U)段階変化に

ともなう状況U)自動的変化を考慮する必要があるとしても,以前から存続する14世帯U)水稲耕

作者における新旧C/)比較は最 も興味深いデータを提供するであろう｡

ⅠⅠ 生業における変化

(1) 水稲耕作

クランタン川uj下流部ではクムブ計画をはじめい くつかuj二期作化計画が実現 しているが,

ガロックにおいては水稲耕作に関しては天水依存 という伝統的な形態がそのまま存 続 して い

るoクランタン川から溝洗G/)ために水を得るには余 りにも康が高 く,またこ山地域には支流も

ない｡計画をおこすには水肌 面積が余 りにも小さ過ぎる. 中 くして現在でも以前と同 じように

高い しっかりした畔をつ くって天水を保持 して耕作が行われている｡

1970/71年度において,ガロックに屠任して稲作を行なっていた71什描fカ洞3'にめ ぐまれた 場

合耕作できる最大水LH而 精は約100ェ-カー (40.5ha)であって,--･世帯平均1.4ェ-カー (0.57

ha)であった(〕こU)うち23ェ-カーは他人から借りた耕作地で他は自作地である｡ 小作をして

いる者は19tt描i･(26.8%)を数えるが, このうち自小作が13世帯で,小作U)みを行な-'ている

1)1970/71年における詳しい状況については卜記の報告を参照されたいO ｢クランタンの-農村における
タバコ耕作の導入と社会 ･経済的変化｣ 『東南アジア研究』9巻4号,1972.3;｢東海岸マレー農民に
おける土地と屠什｣ 『東南アジア研究』10巷1号,1972.6;｢マレーシア東海岸の天水目地域における
稲作｣ 『東南アジア研究』10巻2号,1972.9;｢束梅岸マレ-一遇民における結婿と離婚｣ 『東南アジア
研究』10巷3号,1972.12;｢マレーシア東海岸の村落住民の収入と収入源｣『東南アジア研究』lo基
4号,1973.3;｢クランタンの農村におけるポンド(寄宿宗教塾)｣『東禰アジア研究』11巻2r号,1973.
9,

2) 1軒の宏に層化LlL-.和銅力のl酎立となっているが,二つのlltLJ'yf単位を構成する複婿日用二を,_/1:廉の側か
ら捉えてここでは1世帯として扱っている｡l消費単位の合計は146である0
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のは6世帯であった｡自小作は小作の延長としてよりもむしろ自作の延長としてuji'L鼎 の方が

強いので,基本的に小規模別十作麿を主体としているといえるC,こ江津七.)裾ま1976/77年におい

てもほぼそのまま存続 しているように思われるが,農家oj経営規模はやや大きくな-1ているo

すなわち,サンプル稲作亀宏1神目冊瑚 作できる水仙胴長は29.75ェ-カ-であって,こUjう

ち28.6%にあたる8.5ェ-カーは他人から借りた小作地である｡平均経営面精は2ェ-カー,

小作面精平均は0..6ェ-カ-である｡サンプJL,農家のうち水注10)全部または-潤;を小作してい

るのは9戸 (60%)である｡1970/̀71年にも調査された14戸について調べると, 当時小作をし

ていた者は5戸で,今回は8-)I･T'に増えている｡ 所有面精および小作面積の増加はこの期間に棉

作農家が若干o)土地を貰-,たり,小作闇係を増やしたことに闇係しているように思われる｡こ

U⊃ことは,この地域において稲作農家数が減/i;しつつあることを想定させる｡ 小作契約は口頭

で行われる0)が伝統であったが,こUjt頃向はそのまま維持され,契約晋がつくられることはな

い｡刈り分け小作が相変らず行われており,収穫O.)2分の lが地主に漉される｡

この地域に漕概施設を欠くことはいわゆる高収一鼠品種の導入を妨げている｡15戸のサンプル
農家において高収量品種を採用している者は皆無であるが,この状況は全農家にもあて は ま

る｡高収豊品種を採用しない理由として,15戸中14戸が,｢水条件が惑いから｣と答えており,
-戸のみは, ｢これまでやったことがない から｣と答えているO それではこの問題が解決され

たらどうするかという問いに対しては,14人が ｢他の者がやるなら自分もやる｣と言い,一人

が ｢誰かが成功すれば自分もやる｣と答えている｡

伝統品種の使用に関して,各農家は毎年同じ品種を栽培するのではない｡両の多寡は品種選

択の重要な決め手になるし,また伝統品種といえどもたえず新しい品種の導入が行われてい

るのである｡たとえば,1970/71年調査時に最も広く用いられていた晩生品種の-一つ,パディ･

ピア- (PadiPiah)は,ピア-(Piah)とよばれる中国系の農民によってそのころ対岸サロール

(Salor)地区のプンカラン･クボール (PenkarangKubor)からもたらされたものであって,

サロールではパディ･クティップ (PadiKutip)と呼ばれる品種である｡またパウ (Pauh)と

よばれる品種は2年はど前にガロックに導入され,黒色がかった深水用の晩姓種パウ ･ブラッ

ト (PauhBerat)と白色がかった浅水用の早生:A.穂パウ ･リンガン (PauhRingan)とがある｡

1970/71年の調査当時若干u農家によって用い られていたセグパル (Segupal) という品種は,

今ではもう種もみが手に入らないといわれる｡

1970/71年と1976/77年の両年度に閑して, これらの期間を通して在村した14戸のサンプル

稲作世帯が用いた品種を比較すると,表 1a)ようになる｡,仁力品種であるパディ･ピア-a)徳

]削ま変らず,また 1970/71年度の第二の品種であったインタン･ブリアン (IntanBerian)の

使用も続けられているが, サンプルt帖3:U雄司では, ポック･ドゥト (PokDut), セ グパ ル

(Sf.gupa]),パ デ ー.パ -′7-/ ソ ト (PadiPakA111at), ノせデ 1･･ケダー (Pa,liKcdah),パ
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デ ィ ･ メラ ック ･シ アム (PadiMcrak

Siam),ブルー ト(Pulut,もち米)の使用

が消失 して,代 りに, パ デ ィ ･パ ウ (Padi

Pauh),アリ･ロガット (AliLogat),モ

ラ ック (Morak), パ デ f ･ バ ク (Padi

Paku)が使用さすLるようになっている｡ 1

軒の農家が用いる品種についていえば,二

つの調査年度において全く品種 の 変 更を

行なっていない拙 ま3世帯に過ぎない｡ こ

の意味でのこの地域の腰民はただ伝統に従

って米をつ くっているのではな く,与え ら

れた条件の中でたえず向上を求めていると

表1 用いられた品種別にみた稲作世帯数*

品 種 名 I 1970/71 i 1976/77

Piah(PadiKutip) 9 9

PokDut 4

IntanBerian 2 2

Segupa1 2
PadiPalAmat I

PadiKedah 1

PadiMerakSiam 1

Pulut I

AuLogat
PadiPauh

Morak

PadiPaku

*稲作世帯14戸について.蛋複回答あり｡

QJ
3

1

1

いうことができる｡

天水耕作の問題点は,年による植付 ･収穫面積および反当収慶の変動が大きいことである.

1970/71年の調査時においては, l鹿家平均作付衝槌は 1.14ェ-カー (東大 可能耕作面積の81

%)であったO その前年 (1969/70)にはもっとひどい水不足があって平均0.90ェ-カーが作

付されたに過ぎないO今回の調査では,15戸のサ ンプル鹿家の 1976/77年の平均作 付 面 積 は

1.22ェ～カー (巌太一可能耕作面積の61%),平均収穫面積は 1.05ェ-カーであったO 水不足の

年には単位作付面積に対する収巌 もまた低 くなる｡前回の調査によるとこのあたりでは通常の

収穫の場合 309ガンタン/エ-カ- (gantang/acre)3)が期待されているが,1970/71年度の収

穫は220ガンタン/エーカー,1969/704日射まわずか 124ガンタン/ェ-カ-であった01976/

77年度oj15サンプル農家では, 作付面積に対する収量は 162ガンタン/ェ-カー,収 穫 面精

に対する収量は 187ガンタン/エーカーであったo 次の収穫 (1977/78)は雨にめぐまれて豊作

が期待されている｡

不作の三明i関は水不足であって,サンプ ル腰家のうち13戸 (87%)がこれを7新羽として挙げ

ている｡次に沌祝される不作原因は,水過剰,痛 雷,および虫害であるが,各々 2戸 (13%)

の農家がこれを指摘 しているに過ぎな い O水過剰は村の--潮 の低い位閏の水江=こおいて牡 じた

ものである｡また-人だけ鼠の晋を不作の原園としているo(以上重視回答を認めている｡)過

去10年の間に豊作 ･不作がどのくらいの頻度でおこったかを知るためにこの期間連続 して耕作

を続けてきた12戸のサンプル鹿家の回答を もとに,豊作,平年作,不作,凶作の比を算出する

と,1.5:5.9:2.5:0.1となるo凶作はめったにないが,不作 は4年に 1回はおこるものと認

3)】ガンタン (gantang)=1茶ガロン-4.546l･収樽はもみ米ではかられる｡もみ米309ガンタン/エー
カー-白米 1.37トン/ha-日米0.92石/反｡
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識されているようにみえる｡

技術 ･労働上での鍬二欝な変化は, トラクター雇用の増加である｡ サンプル農家15のうち11世

描 (73%)が 1976/77年oj水稲耕作のために鮎 拝外からトラクタ-を雇用している｡ 1970/71

年においては仝甘夏U)うち トラクター賃排に依存するもC,)は31%に過ぎなかった Djで あ る｡

197O/71年ujHIL正目こおいて, 筆者はこujJ一也域には トラクター賃排の普及に関して二つの制限要

囚が存在 していると考えた｡ 第 1に,当時 トラクター賃排を利用したのは工として水牛や牛を

所有せぬ者であった｡ 水牛や牛はこれらを飼育すること巨日本によっても,牡まれた仔の売却や

成長にともなう価格の上軒を通じて利益を生み出す｡このような家畜飼育と耕作における畜桝

とが密接に結びついているために, トラクター賃排が全面的に採用されることは考 え られ な

かった｡第 2に,雨量の如何によ-'て作況が左右される不安定な条件の下においては,自らo)

労力の浪門は惜 しまないが,現金文ILhを惜しむ者が存在し,このこともトラクタ-の全血的普

及をうけ入れない一つの安閑となっていた｡ところが,甘美は,1976/77年において トラクター

賃耕を利用したサンプル農家のうち6戸 (54.5%)は自身で牛を飼育 しているのである｡観点

を変えれば,牛を所有するにもかかわらず トラクター賃桝を利用した農家は60%に連するので

あ-,て,後に述べるような現金収入拙点が聞けることによって,前述oj考え)Jはくつがえされ

たのである｡

ガロックにおける化学肥料使用者は 1970/71年においては21名 (全農家の29.6%)であった

が,このうち2割 ま川むこうの水田で肥料を使用しているので,ガロック地域内の水田におけ

る肥料使用者は19名 (26.8%)ということになる｡ 1976/77年の化学肥料使用者はサンプル農

家15戸申3戸 (20%)に過ぎなかった｡化学肥料購入を可能とする現金収入は,後に述べるよ

うに多 くの場合かなり増加しているにもかかわらず,使用者が減少したといえる｡ これは1976

/77年oj水条件が 1970/71年よりも劣悪であったため肥料投入を差控えた者が存在 したためと

も考えられる｡ 1970/71年においては化学肥料を用いた者は＼恒勺226ガンタン/ェ-カ-oj作

仙 吊精あたり収量を得たのに対し,用いなかった者の収量は 165ガンタン/エ ー カ -であっ

た｡ 1976/77年においては,化学肥料をJljいた者 178ガンタン/ェ-カーで,用いなかった者

156ガンタン/ェ-カ-であった｡ 水条件の悪い隼には化学肥料を用いた者と用いなかった者

との収量比が小さいことがわかる｡か くしてガロックでは最近,隣部落に新設された農業協同

組合 (LPp-LembagaPertubuhanPeladang)を通して肥料購入の機会が増人しようとしてい

るにもかかわらず,現状では肥料の全血 '1/I)使用は水条件U)良い年に限定されるかもしれない｡

この結果は, 当 分o)ところ,水条件の良い年における収量と悪い年における収量との差の拡大

をもたらすことになる｡

伝統t'['JにはこU)地域では有機肥料をも使用することが少なかったujであって,サンプル農家

157叫I,現在草木の灰などを水出にまいている者は5戸 (33.3%)に過ぎない｡ これらのうち
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2戸は同時 に化学肥料の使用者でもあり,この意味では一一凋Sの熱心な鹿家は,伝統的 ･近代的

方法を問わず収嵐をあげる努jJを していることがわかるO除軍は伝統的に行われず, 1976/77

年におけるサンプル畏宏において も, 除草を行なっている者は皆無である｡

ガロックにおける水稲耕作は規則として家族労働によって行われてきたO ケダ-･)帖こみられ

るような仕I植えの際C/)労働交換などは伝統郎汗二皆無であり,労働力不足分は雇片目こよって補う

のが普通であった｡1970/71年 においては,耕起 ･整地作業のために水牛または牛を使う者を

雇用したケースが T)件あ-'たが, 1976/77年においては,少な くともサンプル農家に関しては

これ らはもはや皆無であった｡ すべて トラクタ一貫排にとって代 られたのである0 1970/71年

には,苗束づ くりは10.6%,l射たえは12.1%,収穫は18.3%の農家が一部または全部の作業を

雇用労働に依存 していた｡ 1976/77年についてサンプル農家15川 こおける割合は,苗束づ くり

13.3%,侶植え40.0%,収穫20.0%であった｡ とくに出植えについて雇用の増加を 示 して い

る｡ 上述o)ような雇周傾向の増加にかかわらず, 自家消費を目的とする米づ くりの性格は保た

れており,サンプル農安中1976/77年に米を他人に克った者は皆無である｡
(2) ゴムタッピングおよびタバコ耕作

ガロックにおいてゴムタッピングは水稲耕作とならぶ重要な生業であった｡伝統的に水稲が

自家消費用であった正目こ対 して,ゴムは完全な換金作物である｡ 1970/71年においてはガロッ

ク屠住者が所有するゴム閲の総面積は 158ェ-カーで,所有世帯数は88,所有者 l戸あたりの

平均面積は 1.7ェーカ-であった｡ リプランティングを受けたばかりでタッピングされていな

い若木や,放置された 邑木などを除いて,当時97ェ-カ-が実際にタッピングされていた｡こ

れ らのゴム園は自分でタッピングするれ あるいは他人に接しLti'1されている｡このほかに災落

外でゴム閲を借 りている者 もある｡ 1970/71年には94世帯において世帯員のいずれかがゴムタ

ッピングに従事 していた｡ゴムU)タッピング作業も稲作と同様,､恒勾1.4ェ-カーという零細

な規損で行われていた｡

ゴムは従来非常に有利な牡業と考えられてきたが, 1970/71年の調査時においては,価格低

迷中であり,ガロックで鮎 童される4-5級のゴムの価格は lカティ (kati,0.61kg)あ たり

M$0.30-0.40であった｡1960-62年頃にはM$0.70-0.80もしていたojである｡ ゴム価格の

低下 と,次に述べるタバ コ耕作の導入ojために,当時はタバコ耕作期間中にタッピングの休止

をする者o)存在が目立った｡ 1976/77年o)ゴム価格は, lカティあたりM$0.60-0.78であっ

て,物価 上汁の影響を考慮すればやや有利になったといえる程度である｡ 1976/77年において

はサンプル稲作農豪15戸のうち9戸 (60%),非稲作農家 9戸のうち4戸 (44%)がゴムタッピ

ングを行なっていた ｡平均タッピング而申出まこれ らo)13戸 についてみると, 2.2ェ-カーとな

る (表 2参照)o平均面横が1970/71年､榊tlj-=よりも大きくなっているが,これはサンプ リングエ

ラーの範囲内の現象というよりも, リプランティングが終って稼動化したゴム園が増加してい
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表2 ゴム園所有およびタッピング従車者とその規模 (1977)

サ ンプルのカテゴリー ンプル lゴ ム 園 t 平均所有 】タッピング t平均タッピング

2.0エーカ-

1.8エ-カー
9 1.9ェ-カー-

4 3.0エ-カ-

るためといえそうである(〕

ゴム閲を借りている者はタッピングに従事しているサンプル13戸中6戸 (46%)で,1970/′71

年における24% (23/94)を上廻っている｡収益を所有者と作業者とで折半するパワー(pawah)

の制度の適用に関しては以前と同株である｡

タッピング技術 ･装備に閑しても以前と同様で変化はみられない｡ ゴムシー トはスモーキン

グに付されることなく, 高床家屋の床下あるいは家屋付近の日陰で自然乾燥され,隣鮎答uL)ラ

イセンスをもつ中国系集荷業者,または各戸をまわって来るマレー人の仲買人(praih)に亮 ら

れる｡

タバコは比較的最近導入された換金作物で,乾期中の水tllを利用して耕作が行われる〔｡タバ

コ耕作の導入は1968年にM.T.C･(MalayanTobaccoCo･)を通して行われ,ガロックの中 央部

に同社市営の集荷 ･乾燥のためのステ-ションが設けられた01968年に641t描‡であった耕作者

は,4年目の1971年には 124冊 侶こまで増加したOこれはガロ../ク総世帯数の85.5%にあたる0

1970年以来 M.T.C.以外のより小規模なタバコステーションが,隣集落をはじめ各地で設立

され,タバコの葉の買入れをめぐって競争が行われるようになるoそして大組織であるM.T･

C.は 自社の岱付けた資金で耕作させたタバコを,他の小規模なステーションや仲買人に横取

りされることがおこったりする｡1975年にはガロックにおける M.T.C.ステーションは操業

を停止するに至り,村人は村外の小規模ステーションにタバコの葉 を亮渡 すようになった0

1977年においては,サンプル総数24のうち17世帯 (71%)がタバコ耕作を行なっていたOこの

割合は1971年よりも低 くなっており,--･時の熱狂的な耕作参加から,冷静な定着化へとむかっ

ているといえる｡

この期間における変化は耕作L描;;数の増減だけにはとどまらない｡ l世帯あたりの栽培本数

も急激に増加しており,第1年度の1968年には 11鋸昔あたり1,000本に制限されていたものが,

家族員の名義を用いることによって次第に l†鋸昔あたりの栽培数を増やしてきたoまた, 3期

に分割された耕作期間のうち,1970年までは第 l期のみの耕作が認められていたが,71年から

はガロックの一部では第 1期と第 3期の耕作が行われるようになった｡M.T.C.による市接取

引きが行われなくなると制限はほとんどなくなり, 1世帯平均耗培本数は更に増加した｡他万,

1968年から71年にかけては,栽培本数 1,000本あたりの収入は毎年低下 していた｡ そ0)理由は

次cj)3酎Jである｡(I)第 2年次における大雨,および第 3年次と'gJ'4年次第 1期における早は
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つが収故を減らし,また晶質を悪くしたこと (2)栽培本数の増加のため十分な世話ができない

場合が/A:.じたこと (3)十分な作業能力をもたぬ者までが耕作に参加するようになったため,世

話が十分行われない場合が増加したこと (4)耕作畳の増加にともなって M.T.C.の買付け

条件がきびしく畑 ),品質査定がきびしくなったこと,である｡とくにこの時期は,買手とし

て 叫.T.C.uj独占状態が 続いていたため, lカティあたりの価格が等級によってM$0.lo-

o.30ときめられていたが,実際の買取り価格はM$0.15程 度 に まで下落 したといわれる｡ こ

のような単価の下落にもかかわらず, 1性器あたり栽培本数の増加がタバコ耕作による収入を

増加させたのであった｡1977年には 1カティあたりの価格はM$0.10-0.37といわれるが,辛

均買付価格が比較的高 くなっているので, 1,000本あたりの収入はかなり上昇している｡サン

プル世帯のうちタバコ耕作者についてみると,タバ コ耕作による収入は 1977年には 1971年の

2.7倍になっている｡(1971年のガロックのタバコ耕作者全体の平均収入に対しては3.1倍とな

る｡)かくしてタバコ耕作は,今やガロックにおける主要生業となったのである (表 3参照)0

表3 タバ コ耕 作 の 変 化

年 次

1968

1969

耕作世帯の割合 い F均栽培本数 jl,000本あたり収入ヨタバコ耕作による収入

44.1%

47.6

1970 1 77.9

1971 r 85.5i

】

タバコ耕作は乾期の水田を利用するところから,稲作鹿家とのかかわりを強く有してはじめ

られた｡水凹を所有しない若年世帯主の耕作開始は第 2年次以降の場合が多い｡この場合,他

人の土地を借りても,乾期の水田に対 しては借地料を支払わないのが通例であり,タバコに用

いた肥料の残存効果があるということから地主も土地を教すのを喜ぶ傾向があった｡タバコ耕

作の定着化と土地利 封こともない,1977年においては-部の者は栽 培 本 数 1,000本について

M$10の借地料 (sewa)を支払うようになっていることに注目する必要があるo

(3) その他の収入源

以上の外にもこの6年間にかなりの変化の様相を示す職業がいくつかある｡次にそれ らにつ

いて略述しよう｡

a. 賃金労働

第 1は常勤的または非常勤的な賃金労働である｡ガロックにおける M･T･C･ステーション

の開設は,約 4カ月のタバコ収穫期の問,選別 ･運搬 ･梱包 ･清掃 ･警備などのために多 くの

労働ノJを周辺の村々から某めて,タバコ耕作｢日本と並んで,村人の侶 舌に大きな変化をひきお

こした｡1971年にはガロックからは,男子13名,女子73名が M･T･C･ステーションで働き,
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その10才以上の人口に対する割合は,男子6.9%,女 予29.8%に適した｡申でも15-19才女十

においては同一年齢階級の人口の72.1%という高率を示したのである｡ 職種によって出来高払

いあるいは時間給が適用され,前者の場合,升子lI矧開M$0.45,女子M$0.40が支払われて

いた｡労働者の数がfH';oj量に比して'',3過ぎるU)で,作業量に影響されない警備員o)場合は,

月M$80-9003収入があるが,そ0)他の職種ではせいぜいM$40-60が得 られるに過ぎなかっ

た｡ M.T.C.ステーションの閉鎖にともない,他部落の小規模ステーションに雇用される若ニト
のケースを除けば,このような機会の存和 まきわめてわずかになった｡現在,サンプルtt描i:24

から他部落のタバコステーションに雇用されているのは2名の男子で,月M$120-140の賃金

を得て,荷役のため年間 6-10カ月働いている｡

1977年の時点ではサンプルIti-JHi二24跡函 こは,政府闇係oj仕事で固定給を得て某落外に通勤し

ている者が 2名 含まれている｡ そ0)lは漕洗排水局作業日(月収M$216,1971年にはM$130),

そC/)2は病院看護婦 (月収M$350)である｡ 後者の大は兵隊で 現 在集 落 外 に 別店 してい

る｡ サンプルl恒二はパシールマスとクナメラを結ぶ道路で営業するタクシーU)運 転 手 が 2名

合まれている｡来合制で, しかも毎｢廿巨巨がある訳ではないがM$200-300程度o)月収 が あ

る｡1971年にガロック全体からこU)種のIL:i附こ従事していた刷 ま,小学校教師 Sf.,マラリア

蚊駆除作業員3名,タクシバ割戻手3fl,成人学級講師,兵隊,漕灘排水局作業員,コーヒー
ショップT,l訂1, トラック運転手,タバコステーション常勤作業員各 l名,計15缶であった｡サ

ンプル世帯にみられる比率がそのままガロック全体に適用されるとすると,卿 時点では30名の

常軌的雇用者が集落内に屈住していることになる｡

b. 出稼 ぎ

タバコ耕作が導入されるまでは,出稼ぎはこの災落の住艮にとって重要な収入源となってい

た｡タバコ耕作開始以来,その数は著しく減少 したが,それでも1970/71牛皮には10名の者が

た桐家ぎujために一時的に離村した｡ ガロック住艮のHl.稼ぎo)特徴は,第 1に若年者が主力を占

めていることであり,第 2に毎年確実に行く訳ではなく,同-･人が行ったり行かなかったりす

ることであった｡ 1970/71年における最 も市要な出稼ぎは,収入折半 (pawah)の約束による

ゴムタッピングで,パ-ン (Pahang)州-行 く者が多かった｡この年における出稼ぎ経験者の

うち半数 (517.)が,このようにして2011- 3カ月の閤パ-ン-おもむいた｡M$20-200が

彼 らのもち帰 った収益である｡クランタンJ)桐 )ゴム閑地描-出かけた者もl名いる｡ 以前はタ

イ碩-入ってタッピングに従pLJげ る者 もいたoケダー (Kedah)･帖 こおける水稲の収穫はかつ

ては酢宴な出稼ぎの対象となっていた｡ これは当時存在したケダーとクランタンとの収穫期の

ずれを利用して行われてきたのであるが,ケダー州における∴拙作化U)jiiifLf･カ膿 業暦を変化さ

せたこととこの地域におけるタバコ耕作の導入によって 粁しく衰退した｡ 1970/71年には l名

だけがケダーにおもむき,約 1カ月滞在してM$60をもち帰っているoクランタン州内におけ
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る稲作地サロ-ルヘ行き,収穫作業に従車する者が若干あり, 1970/71年には3名を数えた｡

1週間から10日滞在して働 くのであるが,収入は 1日あたりもみ米5ガンタンである｡

M.T.C.ステーションの閉鎖,タバコ熱の平静化などのために,1977年においては再び出稼

ぎが増加している｡ ただし,出稼ぎ_I)亡および職種には大きな変化が生じて,今ではシンガポー

ルが最も重要な出稼ぎ地とな一'ている｡ ビザの規制のため長期滞在はできないが,普通, 2週

間から2カ月滞在して主として建設現場で働くO 日給はシンガポール ドル (ほぼマレーシアド

ルと等価)で $9-12である｡ たとえば 1カ月滞在してその間食禦‖こ1日$5程度を費やし,

M$150をもち帰ったりしている｡ サンプル世帯24戸の中で過去 1年間にシンガポールへ行っ

た若者がいる世帯は5戸を数える｡ 仮にこの割合をそのままあてはめるとすると,ガロック全

体では約30人がシンガポールへ行ったことになる｡この数字はガロックを含む行政 単 位 ム キ

ム ･ジャボティモ- ル (MukimLlaboTimor)から1年に100人ぐらいシンガポールへ行くと

いうムキムの長プンブルの請と符号する｡

パ-ン州へ行った者はサンプル 中では2名を数える｡山人は従来と同じくゴム園で収入折半

のタッピングを行なっているが,他の 1名は4カ月ほどの間,油やしの処理の労働に従事して

いる｡ ガロック全体では1970/71年よりももっと多くの者が同地へおもむいたと考えられる｡

サロールの二期作地へ収穫作業に出かけた者はサンプル世帯中3名を数え,ガロック全体では

以前よりもかなり多くなっていると推定される｡ 1日あたりの収入もみ米 5ガンタンは以前と

変らないが,期間は10H～ 1カ月と以前よりも長くなっている.受け取ったもみ米は売却せず

に,自家消費用のため トラックを雇ってガロックへもち帰る｡

C. 商亮

1970/71年のガロックにおいては11軒の商店, 4軒の飲食店,10軒の屋台がみられた｡ 商店

は維持,乾物,食料品を扱うものが多く,飲食店はコーヒー,茶,軽食を提供する｡ 屋台店で

はやし油であげたバナナ,めし,氷水や他の飲み物,鮮魚などを克っていた.これらの店の数

は集落の規模に比して多過ぎるが,これはタバコシーズンに M.T.C.ステーションを目ざし

て雄まる人々を対象として新規に開店したものを合むためである｡この外に10名の村人が行商

人または仲買人として何らかの収入を得ていた｡行商人や仲買人の場合は,屋台店とは逆にタ

バコシーズン中 は商亮を休んでタバコ耕作に専念する者があった｡

M.T.C,ステーションのt閉鎖にともない,1977年には屋台店の大邦分および商店の一部は既

に姿を消してしまっている｡ 他方,-一部の商店の亮上げ高にはかなりcJj伸びが認められ,とく

に木材を扱う者や牛を屠殺し肉を売る者などは,住民の現金収入の増加にともなう家屋の増改

築や食生活の向 Lのためにその扱い量がかなり増加している模様であるO行商人,仲買人につ

いては今回の調査ではその変化をほとんど知ることができなかったが,例えば 1970/71年にゴ

ム仲買を行なっていた者は,現在では ドゥク (duku)とよばれる果実の仲買に転じ,以前より
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も大きな収入を得ている例がある｡

d. 家畜の飼育

ガロックにおいては隼 (lembu)や水牛 (kerbau)は農耕剰 こ使用されてきたが,肉牛とし

て売却することを目的として飼育されることもあった｡ トラクターが農耕用に広 く雇用される

ようになって,永年の数は明らかに減少したように思われる｡ 1970′/71年に在村したサンプル

世帯23戸のうち当時水牛を飼っていたのほ2戸 (4頭)であるが,1977年には水牛はもはや全

く飼育されていない｡これに対して/打こ闇しては異なる方向への変化が認められる｡ 1970/71

年にも在村していたサンプル世帯についてみると,飼育者数は16戸から12戸-と減少している

が,飼育頭数は計40頭で変化がない｡すなわち,飼育世帯の減少と1世帯あたりの飼育頭数の

増加がみられるのであって,農耕作業用から肉隼用へとHrfFl)の変化とそれへの対応が認められ

る｡

e. その他

ガロックにはこの外に多くの種類の零細な収入源があった｡例えば,やし糖づくり,大工,

金銀細工紙 自動車修理,理髪帆 輪タク車夫,薪炭製造,呪医, 産婆,仕立て裁縫,コーラ

ン教師,菓子づくり,野菜づくり,地代,家賃,果樹からの収入などである｡これらの各々の

収入源には,タバコ耕作の定着化,および M.T.C.ステーションの設置と廃止に応じて若干

の変動があったものと思われるが,今回の短期間の調査ではその全容を知ることができなかっ

たO明らかに減少したのは,M.T.C.ステーションの設置と密接に関係していた家賃収入,輪

タクによる収入,菓子づくりによる収入などであろう｡ その他の収入源は就菜者の数や就業形

態に若干の変化はあっても大体続けられており,これらからの収入も相応に増加しているとみ

られる｡ 例えば,村人の現金収入の増加に応じて仕立て裁縫や大工の需 要 は高 くなっている

し,ゴム間のリプランティングが終って人に貸しはじめた者もある｡また,以前はのこぎりで

仕事をしていた者がチェーンソーを購入してより大がかりな薪製造を行なっている｡

ⅠⅠⅠ 収入と生活水準の変化

(1)収入の変化

1970/71年の調査時から1977年の間にマレーシアにおいてもかなり大きな物価上昇があったo

マレーシア田立銀行 (BankNegaraMalaysia)の統計によると,1967年を 100とする消費者物

価指数は1970年 101.3に対して1977年 154･8となっている｡ 食物に対する物価指 数 は 】970年

101.3に対して1977年 169.4で更に上昇がはげしい｡4)もうー-一つの目やすとなるのは,村人の日

常肘 舌において最も重要と考えられている米の値段である｡ 1ガンタンのもみ米を現金価格 に

換算するとき,1970/71年には村人はM$0.50と考えるレ)が通常であったが,1977年にはM$

4)ef.BankNegaraMalaysia,Monthl_γStatisl2'calSZLPPlempnt･Feb･1978,p.42,TableVL8.
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lと考えており,･この意味で米価は2イ飢こなっている｡断食月が終るころ,州政府が村のイス

ラームの導師 (イマム)を通して黒める一･一種の救貧鋸杓の寄付金であるフ (トラ (Gtra)徳,

クランタン州では日用fL.=ト一人あたり精米 lガンタンということにli:-ており,通常は現金でお

さめるが,その額は1971年ではM$1.20,1977年には M$2であった.この場合には約 1.7倍

の上封となる｡

上述の数値を念頭におきつつ二つの時点のガロック住民の収入の比較を行うことにしよう.

サンプル世帯24のうち23世帯は 1970/71年-･にも独立した吐計単位として在村していたから,比

較に際して年齢構成の変化など･酎首鼠の移動を含む家族発展上の問題点の存在を認めつつも,

稲作を営む世帯14戸と稲作に従事しない世帯 9戸に分けて,総収入および主な収入項目別の平

均収入o)比較を行うと表4のようになる｡総収入に闇しては稲作L帖i'･では2.9倍,非稲作世帯

では2.5倍の増加を示しており,いずれも消費者物価指数ないし米価の上昇を上廻っている｡

兼4 収入項目別にみた平均収入の変化

サンプ
ル ヨ 稲 作 鹿 家 (14世帯)

収 入

一一▼一一選一_…目_

稲 作

ゴムタッピング

タ バ コ 耕 作

季節労働 (村内)

定 職

出 稼 ぎ

商 売

地

米

収

光

代

黒

そ の

入

却

他

(2) ･

1976/77i

M$l M$
93 i 112

176 i 439

498 ㌢1,025

1:十 三;; 鳥 8言;

94 139 : +45

5 チ 212 +207

4 30 +26

171 452 +281

計 I1,237 13,595 1+2,358

I21

250

206

155

820

叩

非稲作世帯 (9世帯)

叩
S
W
M
o5

M$l M$
o ! -50

169 3 526 弓+357
338 522 ､十184

80 i 133 … +53
0 . 267 … +267

8 55 】 +47

149毒 548 】1,036 1+488

o

t2

55

67

一

3

1

1

692

189

1,169

550

≡;∴ ∴ .三:∴ 三 … 三三…291II,261 再,037 I+1,776!

稲作農家の収入を増加させるU)に最も大きく寄与した収入項臼は,定期的雇用であり,タバコ

耕作とゴムタッピングがこれに次ぐ｡ 稲作からU刃文入 (現金換算)は1.2倍となるのみであっ

て,串突上 U)減収である｡非稲作性器U,)収入を増加させる捌 こ最も大きく寄与したのは各種oj

商亮で,次いでゴムタッピングと地代であるO

しかしながら,収入U)増加はすべての世帯に均等に出現したのではない ｡ サンプル23世帯〟

うち収入に1.5倍以下の増加しかみられなかったもU)が5Lu描 (稲作世帯 2,非稲作根帯 3)

存在すると同時に,収入が 3倍以上に増加したものが 7世帯 (稲作世帯 4,非稲作世帯 3)荏

在するo_)である｡最も増加が顕著な世帯は11.2倍の収入ののびを示しているが,これは娘 (看

護婦)とそU)夫 (長閑 U)収入に負うところが人きい｡逆に巌もきびしい収入減を示すU:)はタ
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バコを耕作 していない稲作農家で1977年の収入は前回の58%に過ぎない｡このことは,-様に

低所得であったガロックの住民o)小で,収入階層oj分化がEL;I.ちはじめたことを示 唆 して い

るOこのような収入差は土地所有の多さだけに帰因するU)ではなく,保有労働JJの差によると

ころも大きいのが特記されねばならない｡

(2) 物品所有状況

ベッド, ラジオ,自転車, ミシンの各々に快iして,1970/71年 と1977年とにおける所有状況

を,両年次に闇する質料がある23世帯について比較すると表 5の如 くとなる｡ 以前所有 してい

a.ベッド

表 5 若干の耐久消費財の所有状況

b.ラジオ

1970/71

有 i 無 L計 (%)

無

計
(%)r(39.1)

6

8

14
(60.9)

13(56.5)

10(43.5)

23(100)

1970/71

･･: I.･了 t .i (,I,JJ有 i 無 (%)

C.自転車 d.ミシン

1970/71

有 【 無 上 汁 (%)

43′し

一

FJJ

有
無

Ⅳ

計
%

;

it

5

3

7 f12(52.2)

8 日 l(47.8)

ヽ
tノ
7

5
2
1
●56

.

′_＼.
1..■1mu

OU
8

i
醒

(100)

1970/71

有 l 無 Lgl･ (形)

有 1 5 3 ∃ 8(34.8)

15(65.2)

(30.i)i(6,.1g)
23(100)

たにもかかわらず現在では所有 していない世帯も若干あるが,いずれの品目においても所有者

数増加の傾向が確認できる｡所有者の割合が最 も高い自転車については,1977年には 2台以上

所有するものが 5世帯存在するようになり,23サンプ ル世帯における合計所有台数は 1970/71

年の15台から25台へと人幅に増加 している｡ オー トバイの数もサンプル世帯の間では 2台から

4台-と増加している｡ 従来の村人の生活においては夜になると大姉 は幼い子供と自分達の寝

間に退き,他の者は宏の中の気に入った場所にござ (tikar)を敷き,1,2個の枕をf削 ､て就妓

するのが普通であった｡ 一部の夫婦だけがベッドを使用していた｡ ベッドの数は明らかに増加

しているが,その外にござの代りにマットレスを用いる者が増加している｡サロン (腰布)を

まとって寝る代りに毛布を用いるようになった者もある｡1977年には23榔 削 -6甘描;で毛布が

使われている｡蚊帳の使用も増加してきた｡ 前回にはその所有状況を調べなかった腕時計につ

いても,1977年には全サンプル世帯 (24戸)のうち15戸 (62.5%)が所有 しており,合計所有

650



坪内 :マレー農村ガロック再訪

数は23佃に連している｡これらの変化は収入増を反映するもU)であり,村人U)生活は便利さと

快適さへと一･歩近づいているように見え る｡

IV 家族 ･村落 ･リーダーシップ

1970/71年に舶 主していた23サンプル世帯について,19774f:'･Ll旺 汀こおける世帯構成の変化を

調べると以下ujようになる｡ 3粗描で世帯主の死亡 (2件)または老齢化 (l件)によって,

世相主が )'･uj世代へ移行している｡附用旨成L封こ関する変動は表6の如 くである｡出/A:.･婚人

数は,死亡 ･析出･独正数をはるかに上廻るので,平均世帯日数は 1970/71年 o)5.4人から6.0

人-と増加している｡

表6 世 帯 員 の 異 動 1970/71-1977

異 動 内 容

出

死

婿

姉

独

就

子 が 親 戚

杜

亡
入

出
文

学

へ

2

5

1

孫が祖父母から親元- 2

孫が祖父母から祖父母-

汁

1

1

計

増 ⊆ 減 量 増 】 減

19 】 12 15 6

2

7

1

2

1

1

8
山
=
り

+

世帯員の変動u)申で注目すべき現象は,孫が祖父母から親元へ帰って行ったもU)(4名),孫

が親元-帰 って来たもo_)(l名),孫が父方祖父L:i.･から母方祖母-移ったもの (1名)などの孫

C/)移動,および十または養予uj親戚-の移動 (2名)が含まれていることである｡ ガロックに

おける日日釣り枠はゆるやかであり,祖父付と孫とuj共住がしばしば行われ,かつそれらは必ず

しも永続的 ･冊定的ではないことが抑i梱 )調査で判明 していたが,こU)傾帖 封衣然として存在

することが明らかであるO

他の目証った1附け構成上の変化としては,上述の23日‖ii:a)申に,離婚した娘とその手を含む

ものが 2世帯存在することである｡ 1970/71年にはこれらo)娘はそれぞれ未婚であったが,こ

o刃別問に,姑婿 ･出圧･離姉が行われたujである.この地域における離婚はもと も と /s く,

1970/71年uj調査時には, 鮎婚経験者o)うち離婚を経験 した者は40%近 くあり, ｢雑婚 した娘

+孫｣が融と- 一緒に杜活しているケースが妹落全体で 7例あったOクランタン州では離婚は減

少仰向を示 しているレ)であるが,ガロックに闇してはある程度存在 し続けていることが明らか
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である｡ サ ンプルのうち,再析して配偶者をむかえた者が男女各 1,辛.あるo再婚傾向が高いこ

とも従来か らの傾向の継続である｡ 以上レ)ように,豪成/i活の形態的な側帖 こ閲しては掴著な

変化はみ られないといえる(㌔

収入の増加と外部社会とU刃3'::触の拡大に応 じて,結婚の際花婿側から花嫁に支払われる婚貿

金 (belanja)の額にはかなり高額なもU)が現われつつあるO例 えば,1977年uj調査期間中に行

われた村の娘と長上との結婚にはM$1,000が接受されているo 1970/'71年の調査では,初婚

者の場合M$200というU)が最 も多 くみられたケースで,最高鶴がM$500であった｡

表7 宏 庭 内 に お け る 決 定 者

決 定 者

事 項

晶

き

穫

地

族

の

…

新

大

収

農

家

子

子

子

…

栄

罰

の

の

種

な

の

画

配

の

進

化

用

備

却

分

施

学

事

者

′･一㌧

採

集

売

処

リ

偶

回答者数

｣だU8176221…ll1222

3

7

1

4

1

2

3

5

人

.
1

1

1

2

･･
上･
t･
I

1

.1

25

若干の重要事項に関する家族内での発議と決定についてU)I.
鋸用を行なった結果は豪7の通り

である｡この
種の形式的な質問においては夫の決定権が誇張され易く
,
現実には妻C/)発言権は

もっと大きいと考えてもよい｡このこ
とは妻自身の土地の処分に関しては妻が決めるという

ケースがあることや,
家族計画の実施に際して妻の決定が重視される場合があることにもあら

われている｡子供の就職や配偶者の選択に関しては本人の意向が誼んじられる傾向がみられ

る｡従来マレー農民の間では,
子の結婚は親が決め
,
これがしばしば離断にむすびついたとい

われる｡これを額面通りに受け取ることは
,
従来においても明らかに間違いを含んでいたと考

表¢助けが必要なときまず誰のところへ行くか*

事 柄 四 谷 者 数 E 親 i兄 弟

米が足りなくて借りる 6 2 2 1

借 金 13 4 1 7

農機具を借りる 0

家を建てる

田 植 え

収 穫

婚礼 ･葬儀

個人的な相談

652

13

7

4

22

17

*複数回答を認める｡回答者総数24｡

4n▲J

｢
J

3

5

7

1

1

3

1

1

I
-

1
･

1

･寸
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えられるが,インタビューで甘子供正目′!由選択権はかなり大幅に認められている｡しか し,娘

に対 しては親の決定はなお重要と考えられている場合があるO

｢助けが必要なときまず誰U)ところへ行 くか｣という質問に刈する反応は, 挽 ･兄 弟 ･親戚

がいずれに偏することな くあらわれるが,点要なことは,いずれにも反応を示 さぬ者が比較的

/sL,､ことである｡ すなわち,付人U)拙 二は人批o)ことを日加'周 で解決し,必要ならば人を雇

うという態度が存在する(｡ただ し婿礼や葬儀だけは,兄弟,親戚,近隣ら拙 守-,て助ける｡ こ
U)ような/日舌パターンは近代化に応 じた変化の結果4:.じたというよりほ, こU)地域″_)マレー農

艮に伝統的なもuJ)といえるし)

マレー人0)鮎祐 (kampong)は舶醐t位である近隣U力連続に過ぎず,それ=休U)確定 した枠
も組織 もないこと′銅 ;冊 U).調査で親察 したが,こレカ封二関して も基本的な鉱化は机 ､もU)と思

われる｡今IHlu)調 作では質問黒U)中に, ｢あなたにとってむ らとは何ですか｣という項目を設

けて,a･居イ頼,jjllj行二過ぎ畑 ､,b.行政 冊立に過ぎ机 ､,C.!日石を頼ることレ)できる親戚 や

友人のいるところ,d.諸問題を解決するために人々がil,主うところ,というf八十-,a)準備された答

a)うちいずれか一･--)を選ばせた｡ Cを選んだ者58% (14/(1, うち稲作杜描‥8)とaを選んだ者

25% (6名, うち稲作世帯 5)が目立ち,ヱ捌北畠:誠の強い dを選んだ者は 1名 (非稲作世帯)

に過ぎなかった｡

ガロックの含まれる行政府 (mukim)を対象地域 として農業協同組合が政府主導の下に l年

前に発足 している｡ 稲作を営むサンプル世帯15のうち, これに加入 しているのは5車用‥(33.3

%)に過ぎないO加入斬 i上Lの,1;･均年齢は39.7才,水田耕作面積は 2.2ェ-カーであるO非加

入世帯主の平均年齢は43.5れ 水田耕作面積は 1.9ェ-カーで,年齢が高 く,経営面机がやや

小さいOこの点 味で年齢的 ･経営的に積極的にな り得る者だけが組合に加入する｡タバ コ耕作

がガロックにもたらしたような大きな利得を組合が捉供せぬ限 り,組合加入者が稲作農家と同

義になるほど普及するのはむずか しいように思われる｡

ガロックにはこU)狼落を代表するリーダーは制度的にも自然発生的にも存在 しないOガロッ
クを含む行政村 (mukim)a)村長プングル (penghulu)は,1970/71年の調査時と同一=･人物で

あって,隣集落パダン-ングス (PadangHanggus) にFAT･住 している｡ 村長になってか ら10年

以上経過 し,現在40二才で ある｡彼の母方の曽祖父は州首都 コタバ ル近辺U)カ トソク (Kadok)

か ら人々を連れて移住 して来た′ヾダン-ングス地域の開拓者であって, loo二-カーU)水出を

有 し,ムキム (mukim)U)卜位oj行政単位であるダェラー (daerah,sub-district)U)長プ ンガ

･7 (penggawa) にな一一た人物である｡ しかしその息子連が賭博好きで 日出を克って しまった

ため,現プングル自身は貧乏である｡前代のプングルは彼ujJJ:uJいとこであって,このような

親戚関係から現職に指名されたというに過ぎないo

各サンプルに対 して ｢プングルの主な仕事は何だと思 うか｣という蛭間を行なった結果は表
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表 9 ゾン//ルの什Iji･

1. 行政的な情報を村人に伝える

2. 濯蹴作業のため村人を組織する

3. 村人に融賢を与える
4. 村人冊の--'lt･いをおさめる

5. 村人の要求を地方政府に伝える

6. 村人を組織して道路その他公共施設の維持を行う

7. 村の宗教行事のt服fiをする

8. 村を守る

9. 多収鼠一,-L一席の普及をはかる

串 牛 ･水牛 ･土地の登記および身分証明を行う

者玩

1

0

0

6

5

4

2

2

1

13

定
数
肯

の

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

2

0

8

7

3

3

2

2

%
,
4
･
0

0

25
･
20
･
16
･
8
･
8
.
4
.
54
.

/し.
(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

サンプル総数24｡

9に示す通 りである｡準備されたl叶誉 1- 9のいずれに対 しても反応が少ないことが的徴であ

り,期待が-･般に少ないといえる｡ その中でやや数が多いU)は,村人ojf一間o)争いを仲裁するこ

と (25%)と,村人の要求を地方政府に伝えること (21%)である｡これ らU)準備されたLIpl]答

以外に多 くの村人がプンブルの仕事として

n究的に指摘するのが,隼 ･水牛および土
地の登 記C/)際oj評人としての 役 割 で ある

(54%)｡上述の ｢争いの仲裁｣には土地登

記などの際cJ)紛争uj仲裁が含まれているよ

うに思われる｡ こ0)ように,プング)wjLL'

串は リーダーとしての役目であるよりも,

行政の末端業務である｡ 村人は事務上ujJH

務があればプングルをたずねる｡サンプル

のうち過去 1年間にプングルをたずねたこ

表10 農業協 同組合リーダー に望まれる資 格･資質

;L''f 格 ･ 貴 史

}L'Ji lJI(-A

読み憲き能力

倍仰心と遺徳 什

行 政能力

親切･寛大な人格

政府官吏に知己をもっこと

:lE甫な人柄

そ の 他

回答者総数24｡

回答者 に
対する 割
令 (% )

2 (8.3)

4 (16.7)

1 (4.2)

7 (29.2)

6 (25.0)

5 (20.8)

11 (45.8)

3 (12.5)

とがあるという者は46% (11名)である｡

最 も多い者は40恒=こ近い回数を示すが,彼刷 洗業はプンブルUj;/A.会いを要する屠殺業である｡

農業協同組合ujリーダーたるべき人物cJ)賢県 に 関 する揖問を行なった場合も,こU)種頼F■j極

的な回答がみられる (表10)｡すなわち,準備 された回答畔U)lllで最 も'6く選ばれたし引ま,行政

的能力 (29%)と親切 ･寛大な人柄 (25%)であるが,こU)外uJ必要条件として村人C/)多くは

黒目同汀に, ｢_両 l̀二でイく-lr:.をしないこと｣(46%)を-,け加えるU)であろo

V 教育と将来への志向

1970/71年の調査日封,=おいて, タバ コ耕作U)導入とならんで大きく変化したもU)に初等申学
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表11 13-20二相i女各年齢における就学経験 1970/71

性 年 齢 非 就 享 ｢示壷蒜議 斥 蒜 妄嘉〒音 義車妄入毒: 二木

盟

女

3
4

5

6

7

0
U

9

0

1

1

1

1

1

1

1

2

･卜
1

3

4

に
J

6

7

0
U

9

nU

トー

.
‖

l

I

1

1

1

l

1

2

.∵
‖

2

-

1

2

0

0

1

1

8

1
▲

2

3

1

1

3

2

1

41

0

1

0

0

0

1

1

1

4

0

2

6

2

2

1

1

2

61

1

0

1

0

2

5

qJ
1

3

2

2

2

3

0

4

4

3

0

1

2

2

LT
)

O
U

2

3

2

2

0

4

LL7

6

LLJ

0

l

1

0

1

9

1

3

1

H

5

7

0

4

LE'

0
0

7

3

~

l

l
一

=

0
0

2

6

6

4

9

7

eO

H
U

‖
リ

へ0)進学率がある｡ 表11は三榊.7fGリガロックの若者の性 ･年齢別進学状況を示すが,15才以下に

おける進学者の急増が認められる｡ 当時,初等中学学齢に相当する13-15才の者の初等申学進

学率は男子78.1%,女子44.4%であった｡この時期においては比較的僅かではあるが,全 く学

校-通ったことのない者が同時に存在 し,上述の年齢層においてそれらは男子12.5%,女子

16.7%を占めていた｡1977年におけるサンプル世帯の中では,こq)年齢層の男子9名 (どうい

う訳かサンプ ルにはこの年齢層の女子が｣ 人も含まれていない)0)すべてが初等中学在学中で

あり,このサンプルに関する限り進学率 100%ということになる｡

最近では上級中学進学者に臼ざましい増 加 が 認められる｡ すなわち1970隼から連 続 的 な

データが得 られる23サンプル世帯においては, Form4(高等学校 1年 に相当)以上に在学し

た経験をもつ者は, 1970/71年に合計 32,(男子 2,女子 l)に過ぎなかったが,1977年には

13名 (男子 9,女 了4)に達するのである｡ サンプル世帯o)榎糧主24名車163/I(66.7%)が学

校教育の経験を全 くもたず, 4名 (16.7%)は2- 4年の初等教育,他U)4-名のみが小学校卒

U〕教f摘鵜灸をも-1に過ぎないことを考慮すると,きわめて大きな変化がこCJ)10隼問でLi.じたU)

である｡

村落レベルにおける伝統的教育の場であったボンドック (pondok)は,このような学校教育

の浸透にともない,その機能を完全に変えてしまった｡ボンドックというのは小屋〟)意である
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が,イスラームに閲して深い尖頂故を もつと考え られる 教 師 (村では To'guruとよばれる)uJ

住皆をLll心として建て られた小さな小屋に往従が疲起きして教えをうける翻 F.i-轟く教塾がこU);.'fl

でよばれる｡ガロックと購,fji落チュコック(Chekok)と山塊には1937佃 こ開設された一･つujボ

ンドックがある｡最盛期には50人の少年がいたといわれるが,そuJ数は次'A-に減少 して1960年
ごろには約20人になったという0 1970/71年oj調細時点においてはそ0)数は更に減少 してはい

たが,なお 5人の若者が住み込んでいたo l977裾 二は,彼 らo)すべてが既にボンドックを去っ

て, 3年はど前に来住 した20才前扶持者が唯一･uj.租 ､居住者となっている｡ 若者に代-'て届住

するようにな-,たこ老人 (とくに老女)適uj数は,1970/71年において既に30名を越えていたが,

その数はほとんど動かず,ボンドックは老人ホームの様相をますます強めている｡ ただ し以前

屈住 していた者の 3分の lは既に死亡, :'j分U)1は帰射 して,残 りU〕3分U)lが新入者 ととも

に現在 も住み続けているレJであるo

1970/71年 の調査時にポン ド･:,ク地域,=p--･時的な!生活ujj.bi･として屈住 していた-般宏規C/_)う

ち,理時35才 (現在41才)U)～･世帯主はそU)宗教知識を貰われて,既に老齢となっていた前任

者に代って 3年前にガロック地域のモスクujイマム (導lilt1-)に速任され,現在ではガロックに

居住 している｡もう一一･一人の世帯主 (現在48才)は,州政拙 こよって 3年紬 こ近 くo)中国系住民

の多いムキムのプングルに任命されたが,ひき続いてボン ドック地域に層位 している｡ また,

数年前ボン ドック-来て歯医者を開業 した者があり,遠 くパシールマスからその噂をきいてや

って来る患者 もある｡

サンプル世帯主に対 して,学校教育の評価をたずねると例外な く ｢良い｣と答えている｡ 何

故良いかとたずねた結果は表12の通 りである｡

｢より良い 仕事を得 るために｣がこれに次 ぐ｡

準を高める｣がこの外に選ばれた珊由であるO

｢新 しい農業技術を学ぶ｣,｢農村開発に寄与
する｣,｢国の発展に寄与する｣などの実用目

的 あるいは高遠な目標がい ずれ も見むきもさ

れないことに注意 しておきたい｡15才以下の

息 f･･を もつサンプルに対 して,息子をどの程

度の学校までやりたいかとたずねると,ただ

-･人中等教育までと答えた者を除いてすべて

a)者 (93%)が大学までと答える｡ 娘につい

て も同株の回答が得 られ,回答者16名中15名

(94%)が大学までと答えている｡ 将来子供

をどのような職業に-∵日付こいかをたずねた結

Il

｢子供の将来のため｣を選んだ者が最 も多 く,

｢読み密きを学ぶ｣,｢新知識を得る｣,｢生活水

表12 学校教育を ｢良い｣とする拙由*

三旺 由

読み習きを学ぶ :

新しい知識を得る 1

よい作法を学ぶ .
新しい農業技術を学ぶ L

l

国の死焼に寄与する r
豪族の生活水準を向上させるi

藤村開発に寄与する

子供の将来のため

l

子も家族も村人の尊敬を受け1
る

*重複凶答を組める｡nこ=24.

回答者総数
に対する割
合 (%)

7 29.2

0 00 00 0

6 25.()

0 0

18 75.0

0 0
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我13 1'･供に澄む職光

官 吏

教 師

農 夫

巡 査

治

計

人

家

上

艮

記

姉

他

し

L
il

tへ
J

2

12

15 ∫ 16

養Il 村落d:.活 において 尊敬する人

,､ ‥ '... ∴ ･{-学習

ボンドックの繋教教師

プ ング ル

イ マ ム

プ ンガ ワ

他の宗教教師

両 親

兄 姉

お じ

い と こ

その他の人物

16 66.7

8 33.3

5 20.8

1 4.21 4.2

1 4.2

1 4.2

1 4.2

1 4.2

3 12.5

巣は表13の如 くとなる｡ 男児に対しては官吏 ･教師が最も多い希望を折半 し,女児に対 しては

希望はほとんど教師に集中する｡

村落生活で誰を尊敬するかとたずねた結果は表14に示す通りであるO 敵 も尊敬されているの

ば,ボンドックの宗教教師,次いでプングル,イマムということになる｡ 凌数回答を許すたず

ね方をしているにもかかわらず,総 じて回答数が少ないことは,村落生活において強力な リー

ダーが存在 し机 ､ことを示すものであり,とくにプンブルを選ぶ者が33% しかいないことは注

意すべきである｡ ボンドックの宗教教師は村人の--樺の理想である地位を失ってはいないが,

彼に従う若者が現在ではほとんどいな くなっているのほ上述の通りである｡ 他方,村の中には

小学校教師が屠任 しており,また近 くの学校には教師が通って来るにもかかわらず,教師が尊

敬される人物に挙げられないことは,彼らが村の牡 活からは遊離していることを 物 言fトーて い

るo 教師 の性活は安定 した豊かなものであり,村人が 予供o)将来の刑 恩とするのはこのような

教師像である｡村人の乱根の実現は非J'-1'Ji民化に外ならないU)であって,ここにマレーシアにお

ける農村開発と教育の役割における大きなジレンマが存在するように思われる｡

ⅤⅠま と め

マレ一腰村における経済的変動は著しい｡ おそらくマレーシア政府a)マレー人を重視した開

発政策が効を奏 してきたことによるものであろう｡開発の蝿点となった大きな二期作化地域や

油やし･ゴム閲を中 心とするジャングル地′‡侶こくらべると,調査地ガロックはちょうど開発の

谷間に位置し,政肝の政策の恩恵をうけることが少なかったが,それでも外部経済社会の変動

に応 じてここに示 したような対応を示 してきたのである｡

現在まで0.)ところとくに目につ く変動の傾向は以下の通りである｡ 稲作鷹村を変化させる主
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因である高収量品種は,ここでは水条件o)不備のため全 く受け入れられていない . しかしなが

ら,農民の問では伝統品種の申から俊秀な晶種をさがそうとする努力はたえず続 け られ て お

り,収穫の不安定さojためときには金を捨てる結果にさえなる トラクター賃排が,現金収入U)

増加に従って急速に普及しつつある｡5) このような変化をひきおこしたujは乾期の水田を利用

して行われるようになったタバコ耕作であって,これノがこ0)村の経済的変化U)原 動 力 となっ

た｡タバコ耕作は農艮の収入にとって,二期作地 域においてi捌丈鼠品種が果たしたul)と同じ役

割を演じている｡ しかしながら,外部社会の経済変動ほより激しいため,それに対応する形で

ターンの変化をたどろうとする徴候がみられる｡6)

外部社会からo)インパ クトは経済的側面のみならず, 文化的な側面においても加 わって く

る. 学校教育はこのようなインパクトの最たるものである｡ マレ-請 (マレーシア語) をメ

ディアとする中 等教育o十一般化はこの村の若者達をもまき込むことになるが,農艮の収入oMtEl,I

加と政肝のマレー人優先的な奨学制度とは,農艮の側 の積極的な対応を促進している｡他方,

イ云統数百の担い手であったボンドックはその若者教育の機能をほとんど完全に失う｡学校教育

は若者を村外志向的にさせるが,それは刺通によっても支持されて い る｡ か くして 農 村開 発

は,将来の農民の左封寸脱lLll,を暗示するような方向にむかって進んでいるレ)である｡1

5)Moerman は北タイの農村で村から遠い収量の不安定な水田においてトラクターの導入がある意味では
投機的に進展する過程を描いているが,ここでも,投機的という意味では同じパターンの変化が生じて

いるといえる｡このような変化がおこることは Moerman も予測しそこなったが,農民の経済折目jJ･動

にはきわめて迅速なものがあるといわねばならない｡cf･MichaelMoerman,AgriculturalChangeand

PeasaniChoiceiTZaTJl̀1iVillagp.BerkeleyandLo§Angeles:UniversltyOfCaliforniaPress,1968.

6)マラカの出稼ぎについては,前田成文｢マラカの出稼ぎ農村ブキッペゴ-｣,｢用いJlt;-内 ･紬11編著 『7
レ-農村の研究』創文社,1976参照.
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